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「
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ん
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」
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え
ら
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と
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も
い
ま
す
か
。
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き
ま
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。
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り
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て 

み
よ
う
。

み

「
〜

き
も
ち
。
」
で 

お
わ
ら
せ
る
。
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ろ
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ま
し
た
。

ゆ
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が

 

つ
も

っ
た
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す
。

り
こ
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へ
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で

と
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の
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小
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え
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。

足
あ
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を
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っ
て

 

い
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と
、
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の

 

下

に

 

す
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め

き

し
た

が

 

一

わ

 

い
ま
し
た
。

「
お

い
ち

な
か
が

 

す
い
て

 

い
る
の
か

な
。

」
り
こ
は

 

い
え
か
ら
、

パ

ン
の

 

小
さ
な

 

か
け
ら
を

ち
い

も
っ
て

 

き
ま
し
た
。

木
の

き

下

に

 

そ
っ
と

 

お
い
て
、

は

し
たな

れ
て

 

見
て

 

い
ま
し
た
。

み

す
ず
め
は
、

パ
ン
を

 

く

わ
え
ま
し
た
。

り
こ
は
、

小
さ
な

 

こ
え
で
「
や
っ

ち
いた

。

」
と

 

い
い
ま
し
た
。
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解答・解説　ゆきの あさの あしあと（1年・ものがたり文）

この話はフィクションです。実在の人物・団体とは関係ありません。

問1　ア
もん

足あとが、ぽつん ぽつんと つづいて いる ようすです。
あし

問2　ウ
もん

三つ目の だんらくに「木の 下に すずめが 一わ いました」と 書いて あります。
みっ め き した いち か

問3　パンの 小さな かけら
もん ちい

四つ目の だんらくに「パンの 小さな かけらを もって きました」と 書いて あります。
よっ め ちい か

問4　（れい）うれしい きもち。
もん

りこは「やった。」と いって います。うれしい、よかった、ほっと した などが かけて いれば ○です。
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